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と題して、”五高五十年史“の開巻轌
項を書く。まことに感無量である。
抑と、維新の皇謨は庶政の一新迄
四日、公卿諸侯等を率ゐ、紫哀殿辰
等の外、府・縣の學校、海外留學をも塗
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に、教育の指針でもあったのである。
⑫』一》
注―
是に於てか、明治政府は、一兀年十一月、東一泉一橋通町の、故の開成所を學校と爲し、外國人を教師として、大いに洋學
を鼓吹し、十一一月には、故の昌平坂學問所１通稀”昌平費“を學校と爲した。翌年六月には、之を大學校と改め、七月、
その職制を定めて一官願と爲し、十一一月には、更に大學本校と爲して、教育行政を掌らしめ、又、開成所を大學南校、
註一一
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、
、
、
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註
四
、
、
、
、
、
束一泉欝學校を大學東校と名づけ、大學本校をして、東・南の二校、大阪理學所、大阪醤學校、長崎廣運館、長崎欝學校
等の外、府・縣の學校、海外留學をも管理せしめた。
過ぐる昭和十一一年十一一月九日の未明、私は、王政復古七十周年記念の日を選び、”本校設立前に於ける明治時代の教育“
Ｉ
題して、”五高五十年史〃の開巻第一節を草し始めた。而して今は亡き母校の七十周年を迎へようとして、ふたたび此の
其要ハ則チ一一一綱五常、其事ハ則チ政刑教化、其詳ナルハ則チ和漢西洋諸書ノ載ル所、學校者乃チ斯道ヲ講ジ、知識
ヲ廣〆、才徳ヲ成シ、以テ天下國家二賞用ヲ奏スル所ノ者ナリ、蓋、榊典國典ノ要ハ、皇道ヲ倉ミ國艦ヲ辨ズルニ
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維新の皇謨は庶政の一新を要し、庶政の一新は、文運の伸展に俟たなければならない。明治天皇が、元年一一一月十
卿諸侯等を率ゐ、紫哀殿に於て天紳地祇に誓った後、之を群臣に宣せられた五事こそ、新政の大綱であるととも
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